
講評：�

しょう あきら�

　大都市圏郊外の古い住宅開発地内に建つ、築後35年を経た公団分譲住

宅の内部改装である。マンションリフォームの応募の多くは、家族構成

が変わったので小部屋を大部屋に改めて、広く使いたいという要求のも

のである。しかしこの住宅のように壁式構造では、それが不可能である

上に管理組合などの制約があってリフォームが困難だといわれている。

一方住宅ストックの上では、同年代に建てられた同様のマンションが非

常に多いという背景がある。�

　ひとり暮らしの施主（男性）の要望は、まず「寒さを何とかしてほし

い」、そして「掃除しやすいこと」「出来合いの物はあまり使わない」

ということであった。�

　設計者は、ひとり暮しと割り切り、できるだけ部屋を区切らず広く見

渡せるようにした。ただし、壁式構造であるため躯体には手を付けてい

ない。�

　特に問題だった水回りは、狭く暗い上に換気扇もなかったため、トイ

レ、洗面・脱衣を一室とし、一つの窓を換気専用チャンバーに改装して

いる。外からは窓にしか見えないところが秀逸である。�

　特に、インテリアのアクセントになっている洗面ボウル背後のモザイ

クタイルの壁は、細やかに色分けされており、白一色のインテリアに都

会的な雰囲気を与えている。このモザイクタイルは配色数を変えて特注

のキッチンにも貼られている。�

　外壁サッシは管理組合の了解を得て、すべて被せ型のサッシに変えて

ペアガラスを入れ、床や外壁にも断熱を施したため、温熱環境は格段に

改善された。�

　緊急性がなかったため、相談から着工まで一年の間があったが、施主

と設計者相互の信頼感を高め、人柄を熟知するのに有効に働いたようで

ある。白一色のインテリアや、巾木や回り縁をなくしたすっきりとした

納まりなどは、施主の清潔感覚やセンスの良さを見越せなくては提案で

きないデザインである。一年以上過ごした感想は、大変快適とのことで、

文字通り「Comfort Box」になっている。�

　本作品は、ひとり住まいの施主であったことや、床下配管が可能とい

う一階ならではの特殊条件なども重なった例ではある。しかし、一般的

に苦労しがちな古い公団・公社住宅のリフォームに対し、設計者は多く

の障害を乗り越えて施主の満足のいくリフォームの実現に成功した。ま

た、インテリアデザインも高いレベルにある。壁式構造の改装の可能性

を広げたものとして高く評価したい。�

　以上の理由によりマンションリフォーム特別賞に推薦した。�
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